
評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され
周知が図られている。

ａ

保育園の理念・基本方針は明文化し、事務所、各ク
ラスに掲示しています。また、入園の際には保育園
のしおり（重要事項説明書）に沿って、保護者に丁
寧に説明するとともに、ホームページにしおりを掲
載しています。加えて、年度の初めには４月の園だ
よりに掲載し、知らせています。なお、園だよりに
は毎月同じ位置に園目標を掲載することで定期的に
園の方針を目にする機会を設け、保護者への周知に
努めています。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経
営状況が的確に把握・分析されている。

ａ

毎月開催される園長会議には、戸田市内7つの公立
保育園の園長、保育幼稚園課長が出席し、市政の動
向、保育情勢、課題等について情報共有していま
す。園長会議の内容は、園内の職員会議で職員に周
知しています。年に5回開催される主任会議でも、
各園の課題や取り組みについて、情報共有していま
す。また、市から提供される文書等は職員間で回覧
するとともに、事務所で整理し保管しています。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的
な取り組みを進めている。

ａ

日々の連絡ノートを通して保護者などから寄せられ
た要望や意見、行事に関する感想などをもとに、保
育内容や施設の修繕改修などに反映するよう取り組
んでいます。園長・主任を中心に保育園の課題を明
確にし、職員会議にて検討・協議しています。取り
組めるところから行事の内容や日々の保育などに活
かし、子ども達が楽しく過ごせるように工夫してい
ます。保育の質向上に向けて、職員会議を活用し、
職員への情報共有と理解促進に努めています。ま
た、園内研修の充実を図り、一人ひとりの職員の良
さを活かしています。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確
にした計画が策定されている。

ａ

戸田市は「第二期戸田市子ども・子育て支援事業計
画」を策定し、「子どもが輝くまち」を目標とし
て、各種子育て支援事業に取り組んでいます。計画
の策定にあたっては、子ども・子育て支援ニーズ調
査、戸田市児童福祉審議会での審議、市民からの意
見聴取を行い、より実効性の高い計画策定に努めま
した。当園は、その計画に基づいて、保育理念・基
本方針・保育目標等を策定しています。

Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年
度の計画が策定されている。

ａ

当園は、戸田市の保育指針に基づいて、保育課程を
見直し、単年度の保育指導計画を策定しています。
年度計画にに沿って、各年齢別の指導計画（年間・
月間・個別）を作成しています。さらに、年間行事
計画、避難・防犯・防災訓練の年間計画、園内研修
年間計画、地域交流年間計画を作成しています。子
ども達の養護・教育、食育の推進、環境及び衛生管
理・安全管理など、保育園として果たすべき取り組
みなどを具体的に明示して、保育理念・基本方針や
園目標の達成に向けて取り組んでいます。これらの
計画は、園だよりの配布や園内に掲示し、職員及び
保護者に周知しています。

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果
（保育所、地域型保育事業）

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
Ⅰ－１　理念・基本方針

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の
把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解
している。

ａ

指導計画においては、クラス会議にて見直しを行
い、各クラスの年間・月間・個別指導計画を作成し
ています。指導計画は、園長と主任保育士が確認を
行い、保育幼稚園課に報告しています。行事の実施
においては、乳児会議・幼児会議・職員会議にて事
前に内容を検討しています。また、園内においては
3つの検討委員会（保育内容・保育環境・防災防
犯）を設置し、各種計画を取りまとめ、職員の周
知・共有のもと保育を進めています。また、行事後
には職員会議にて評価・反省を行い、次年度の改善
につなげています。

Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知
され、理解を促している。

ａ

年度初めのクラス懇談会でクラス目標や行事などを
保護者に説明し、理解と協力につなげています。保
育理念や保育目標等は、懇談会資料に記載し、保護
者に配布して理解を促しています。懇談会欠席者に
は、後日配布し、担任が個別に説明を行っていま
す。また、園だよりや各クラスで発行しているクラ
スだよりにおいては、日々の活動や保育内容を丁寧
に発信し、保護者に園での取り組みが伝わるように
工夫しています。

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組
第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

保育園として自己評価を行い、保育目標・保育活
動・行事などについて評価を付けて、意見や改善点
などを取りまとめ、次年度につなげています。ま
た、保育の質の向上に向けて、様々なテーマを取り
上げた外部研修に参加しています。また、参加した
研修については、参加した職員が講師役となり、園
内研修で情報共有をしています。さらに、園内にお
いて検討委員会（今年度は保育内容、保育環境、防
犯防災、健康、ヒヤリハット）を設置しています。
それぞれの委員会がテーマや課題についての取り組
みを検討し、保育の質の向上につなげています。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果に基づき組織として
取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実施
している。

ａ

各クラスの保育については、年間・月間・週案・日
案ごとに評価・反省を行い、振り返りと改善点の洗
い出しに取り組んでいます。行事については、職員
会議・乳児会議・幼児会議において、改善点への取
り組みを検討しています。特に、コロナ感染の状況
を踏まえながら、行事等の再開に向け、保護者参加
人数を増やす方法等を職員間で検討し、感染対策を
講じながら、開催方法の改善を行っていました。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任
を職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

管理者としての園長の役割は「保育園マニュアル」
において明確にしてあり、総責任者として保育園運
営及び保護者対応等に取り組んでいます。園長とし
て保育運営の目標や方針を職員会議で伝え、職員の
共通理解が深まるように努めています。また、保護
者とのコミュニケーションを大切に子ども中心の保
育を進め、地域社会との連携・協働を図り、職員の
保育活動などを支援しています。

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

Ⅱ　組織の運営管理
Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理
解するための取組を行っている。

ａ

保育士としての心得や倫理を「保育園マニュアル」
に整理しています。「保育園マニュアル」は、各種
の義務行為・禁止事項などを明示しており、入職時
に職員研修で説明をし、定期的に職員会議で読み合
わせを行い、職員相互で確認をして情報共有してい
ます。また、戸田市が策定する服務規則や倫理規定
についても周知し、遵守すべき法定等の理解するよ
う取り組んでいます。

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意
欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

園長は、職員一人ひとりが保育への意欲が高まるよ
う、職員の自主性を尊重しています。職員が自主的
に行動できるよう助言・支援を行い、困ったことは
相談しやすい環境作りに配慮しています。年2～3回
の園長と職員の個別面談の場を設け、職員の個別目
標を明確にしたり、課題に対して助言しています。
また、定期的に園内研修を実施することで、サービ
スの質の向上に寄与しています。さらに、園長や主
任保育士が積極的に保育に関わり、職員との連携を
もつことで、保育の気付きを共有したり、保育の活
性化や職員の意欲の向上につなげています。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実効性を
高める取組に指導力を発揮している。

ａ

園長と主任保育士は連携し、職員が働きやすい環境
作りに取り組んでいます。個別面談や日々の会話か
ら職員ひとり一人の考えや意欲を大切に受け止め、
助言や指導を行っています。また、職員会議や各乳
幼児会議、園内研修においては、より良い保育への
取り組みを検討する場となるよう心がけています。
さらに、子ども達が安心・安全に過ごせる保育環境
作りとして、職員や保護者からの意見に基づいて、
計画的に施設整備や備品購入を行っています。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着
等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され
ている。

ｂ

職員採用に関しては市の担当課が対応しており、園
からは希望する職員数や専門性などの要望を提出し
ています。当園は、職員ひとり一人が十分に能力を
発揮し、働きやすい職場になるよう取り組んでいま
す。また、保育園全体のバランスや適切な保育が実
施できるように配置案を計画し、働きやすい環境を
整備することで、職員の定着に寄与しています。
なお、保育士の確保・定着をより推進していくに
は、戸田市保育士として求める人材像やキャリアパ
スの明示が必要となります。今後は、戸田市公式
ホームページの職員採用ページに、指針となる求め
る人材像などを明示するなど、人材確保・定着にさ
らに取り組んでいくことが期待されます。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われて
いる。

ａ

戸田市が作成している人事評価制度マニュアルに基
づき、人事管理を行っています。職員は毎年、園長
と面談をして個人毎に3つの目標を設定する業績評
価シートを作成しています。園長と職員は、この業
績評価シートについて、年度当初・中間・期末と年
に3回の個別面談をして、評価と振り返りを行って
います。個別面談では、個人の目標を明確にした
り、課題について相互確認し、人材育成と人事管理
につなげています。

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

ａ

園長は職員の就業状況や有給休暇の取得状況、時間
外労働等を把握し、休暇については計画的に取得で
きるよう配慮しています。職員会議においては、誰
もが発言しやすい雰囲気を作り、意見交換の場とな
るよう工夫し、サービスの質の向上につなげていま
す。また、職員と日頃からコミュニケーションを図
り、状況把握に努めることで、働きやすい環境づく
りに取り組んでいます。職員のストレスへの対応と
して、毎年メンタルヘルスチェックを実施し自己確
認を行い、産業医への相談などにつなげる支援制度
があり、心身への健康への配慮しています。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人一人の育成に向けた
取組を行っている。

ｂ

毎年、個人毎に3つの目標設定とそれに対する取り
組みを決める業績評価シートを作成し、園長と定期
的に面談を実施しています。個人面談では、面談
シートを活用して期初には期待すること、中間では
よかった点と改善する点、期末には強みや弱みと今
後への期待等、振り返りや進捗状況の確認を行い、
職員の保育内容や資質の向上につなげています。
なお、人材育成をさらに推進していくためには、保
育士としてのキャリアパスを将来像として示すこと
が必要です。市全体の標準職務遂行能力との整合を
図りつつ、保育士のキャリアパスの明示及び浸透を
期待します。

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基
本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて
いる。

ａ

研修の年間計画に基づき、積極的に職員が参加でき
るように業務や勤務シフトを調整しています。ま
た、自己研修の機会を設け、経験年数に応じた研修
や専門研修などを計画し、希望者が参加できるよう
に配慮しています。園内研修ではリスクマネジメン
トや保健衛生等をテーマに実施し、子ども達の安全
の確保、保育内容のさらなる向上に取り組んでいま
す。

Ⅱ－２－（３）－③　職員一人一人の教育・研修の
機会が確保されている。

ａ

職員が研修に参加できるように、園長及び主任保育
士が保育体制を支援しています。市内研修には非常
勤保育士も定期的に参加できるよう配慮していま
す。研修参加後には報告書を取りまとめ個々の研修
成果などを見直し、職員会議などを通じて報告を行
い、職員間での周知・共有し、研修で学んだことを
日々の保育に活かすようにしています。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関
わる専門職の教育・育成について体制を整備し、積
極的な取組をしている。

ａ

「保育園マニュアル　実習生受け入れ手順」に基づ
いて、適切に対応しています。主に主任保育士が担
当となり、受け入れにあたっての留意点や手順など
をオリエンテーションで説明しています。実習受け
入れ担当者は実習内容を確認し、実習日程の作成や
指導・助言をしています。また、中間反省会、最終
反省会、評価票の作成等をおこなっている。相互で
目標設定や振り返りに取り組むことで、職員と実習
生の成長につなげています。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するため
の情報公開が行われている。

ａ

戸田市は子育て応援ブックを作成し、各保育園の概
要を掲載して、市民に向けて配布しています。ま
た、戸田市のホームページにおいては「保育園のし
おり」、地域交流通信「にじ」等にも掲載し、保育
園の概要を周知しています。さらに、当園では自己
評価結果を掲示しています。自己評価では園として
評価できる点と今後の改善点を明確にし、玄関に掲
示して保護者へ周知しています。

Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な
経営・運営のための取組が行われている。

ａ

保育活動や保育を取り巻く環境等の情報共有や取り
組みについて、保育幼稚園課と連携して取り組んで
います。当課には園長経験のある課長、主幹、保育
コンシェルジュが配置されており、戸田市の保育環
境等について経験談や市内のつながりから適切なア
ドバイス等に繋げています。毎月開催される園長会
議に出席し、市民の声や民間保育園の情報を共有
し、戸田市における公立保育園の在り方を再確認し
ています。保護者には保育園のしおりや園だよりを
通して、保育理念や保育目標などを周知していま
す。また、各クラスでは、保育や行事の様子を写真
とともに掲示することで、保護者に日々の取り組み
について情報発信しています。

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げ
るための取組を行っている。

ａ

毎月実施される地域交流には子ども達も参加し、触
れ合い遊びや園庭遊びを一緒に楽しむ場を設け、地
域の子育て支援につなげています。また、地域の方
と畑づくりを通した交流やボランティアの方に年
中・年長クラスの読み聞かせにきていただく等、地
域との交流を広げる働きかけに取り組んでいます。
さらに、年長児を対象とした小学校との交流会を行
い、一緒に遊んだり学校探検などを通じて小学生と
のふれあいを楽しみ、小学校での生活の様子などを
体験して就学に向けた意識付けに取り組んでいま
す。子ども達が職員以外の方々と触れ合うことで、
社会性・社交性の成長につなげています。なお、新
型コロナ感染症対策のため、上記取り組みは延期や
中止となっていますが、コロナ収束後の再開に向け
た検討をしています。

Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対
する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ａ

ボランティアの受け入れは、保育幼稚園課が窓口と
なっています。当園では、「保育園マニュアル」に
基づいて、主任保育士が担当となり、オリエンテー
ションで個人情報の保護に関する説明、留意点等を
説明しています。また、保育の考え方や対応につい
ても説明し、基本姿勢を明確にして受け入れに対応
しています。ボランティアを受け入れることによ
り、職員にとっても指導や助言などを通して育成や
成長につながり、子ども達の園での生活に幅を持た
せる取り組みにもつながっています。

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要
な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

ａ

警察による園児及び職員対象の防犯訓練、消防署に
よる通報訓練等、関係機関等と連携して必要に応じ
て迅速な対応ができるように努めています。また、
特別支援保育における専門家の巡回指導、児童発達
支援センターの職員における巡回相談等、専門家に
よる保育指導を受けて、子ども達の健康管理・安心
安全への対応に活かしています。さらに、要保護児
童対策地域協議会への参加を通して、関係機関との
連携につなげています。

Ⅱ－４－（３）－①　地域の福祉ニーズ等を把握す
るための取組が行われている。

ａ

地域に開かれた保育園として、地域交流計画を策定
し、実行しています。計画に基づき、どろんこ遊び
など地域交流会を実施しています。地域交流会実施
後に参加者にアンケート調査を行い、利用者のニー
ズや情報収集をして、今後の取り組みを検討してい
ます。また、園長及び主任保育士が園内見学や入園
に関する相談に対応しています。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズ等に基づく
公益的な事業・活動が行われている。

ａ

職員や保護者へのアンケート調査や日々のコミュニ
ケーションを通して、地域の子育て支援につながる
ニーズを把握し、保育計画に反映しています。公立
の7保育園でのニーズ等を共有して、地域交流連絡
会において、地域交流年間計画を作成しています。
地域の民生委員・児童委員の「一日保育士体験」を
受け入れ、園での保育活動や子ども達の様子などを
体験することで、相互の情報共有や連携関係の強化
につなげています。地域交流会実施後には、アン
ケート調査を行い、利用者のニーズを把握して次年
度の地域交流計画につなげています。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービ
ス提供について共通の理解をもつための取組を行っ
ている。

ａ

保育理念には、子どもが安全で安心して過ごすこと
ができる環境を整えることを明記しており、当園は
理念実現に向けて取り組んでいます。保育理念・基
本方針などは、保育園のしおり（重要事項説明書）
に明記し、入園説明会やクラス懇談会などの機会に
保護者に丁寧に説明しています。職員は「保育園マ
ニュアル」にある「園児の受容」及び「職員の心
得」に沿って保育をしています。これらをマニュア
ルに記載することで、一人ひとりの子どもを大切に
した保育が受けられるよう職員の共通理解を図って
います。

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護に
配慮した福祉サービス提供が行われている。

ａ

プライバシーの保護等の権利擁護については、「保
育園マニュアル」の中にある「守秘義務」に基づい
て対応しています。職員のみならずボランティアや
実習生についても、「守秘義務」への対応を周知
し、プライバシーに配慮した保育を行っています。
個人情報の管理については鍵のかかるキャビネット
に保管、パソコンについてはパスワードを設定して
管理し記録媒体については持ち出し確認表を作成し
て管理しています。また、定期的に情報セキュリ
ティ監査を受審しています。

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サー
ビス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

戸田市のホームページで当園の情報提供をしていま
す。保育園見学では「保育園のしおり」を配布し、
園長が対応しています。保育施設や子ども達の様
子、掲示物等を見ながら、質問等に応じて丁寧に情
報提供しています。

Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更に
当たり利用者等に分かりやすく説明している。

ａ

入園前の保護者には、園長及び主任保育士が「保育
園のしおり（重要事項説明書）を用いて、保育理念
や園の目標、保育の各種内容や入園後の生活で使用
する日用品、保健・食事や災害時対応などに関する
事項等を丁寧に説明しています。保護者には保育園
での活動内容に理解を求め、同意書を提出を受けて
います。進級の保護者にはサービスの変更が生じた
場合は、掲示板でお知らせしたり懇談会等で報告し
ています。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家
庭への移行等に当たり福祉サービスの継続性に配慮
した対応を行っている。

ａ

市内の公立園に転園する子どもについては、個別
ファイルに保管している「成長の記録（児童票）」
に基づいて園長同士が引継ぎが行い、保育内容が継
続できるよう取り組んでいます。また、民間保育園
や市外へ転園する子どもについては、戸田市役所保
育幼稚園課と連携し、必要書類を提出して担当者よ
り転園先に引継ぎ、保育内容を継続できるように配
慮しています。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とす
る仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

職員は日々の送迎時のコミュニケーションを大切に
し、積極的に声をかけるように心がけています。ま
た、連絡ノートは幼児クラスに進級しても継続して
います。連絡ノートは、保育士の専門性を活かした
視点で記入するよう配慮しています。さらに、園長
は個人面談や一日保育士体験後のカンファレンス、
保護者会の話し合いに参加し、意見や要望を把握し
て改善につなげられるように取り組んでいます。

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立して
おり、周知・機能している。

ａ

苦情や相談窓口などについては、仕組みを整えて入
園時に保護者に説明してます。苦情解決の仕組みは
「保育園マニュアル」の中にある「戸田市立保育園
における苦情等の解決に関する要綱」に沿って整え
ています。園内に「戸田市立保育園保護者の苦情
（意見・要望）解決手順」、「苦情等（意見・要
望）解決のための仕組みについて」を掲示し、保護
者に周知しています。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し、利用者等に周知している。

ａ

担任職員だけではなく、園長や主任保育士も保護者
と積極的にコミュニケーションをとるようにして、
保護者が相談や意見を発信しやすい環境を整えてい
ます。また、日々の連絡ノートや送迎時のコミュニ
ケーション、懇談会、個人面談を通して、保護者の
相談に対応するように努めています。さらに、意見
箱を設置したり、行事後にアンケートを実施したり
する等、保護者が気軽に意見を発信しやすい環境整
備に取り組んでいます。

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対
して、組織的かつ迅速に対応している。

ａ

保護者からの意見や要望に対して、職員会議で対応
策を検討し、配慮が必要であった事例については迅
速に対応しています。対応策については、園内に掲
示をしたり保護者に直接伝える等、丁寧に対応して
います。また、担任保育士で解決できない相談等
は、園長や主任保育士も一緒になって相談解決に向
けて取り組んでいます。保護者からの意見を反映し
て改善した具体例として、運動会等行事の再開に向
け、昨年度よりも保護者参加人数やクラスを増やす
等職員で検討し、感染対策を講じながら開催しまし
た。

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの
提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ
れている。

ａ

防災・防犯に関するマニュアルを職員間で周知し、
防犯訓練や通報訓練等を実施し、子ども達の安心・
安全の確立に向けて取り組んでいます。園長は園長
会議で得た他園事例を職員会議で共有し、再発の防
止を図るとともに、重要性・緊急性の高いものは当
園の環境・組織に置き換えて課題検討を行い、発生
防止につなげています。また、毎日及び毎月チェッ
クリストを用いて、安全チェックを実施していま
す。さらに、ヒヤリハットを報告しやすい環境とを
整え、事故報告については職員会議で共有し、全職
員で再発防止に努めています。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時におけ
る利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

ａ

公立保育園共通の保健衛生に関するマニュアルが整
備されています。嘔吐の処理方法等の対応について
は園内研修を実施し、全職員への周知徹底に取り組
んでいます。保護者には、定期的にほけんだよりで
情報提供しています。地域や園内で感染症が発症し
た場合には、速やかに掲示をして予防と感染拡大防
止に努めています。

Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている。

ａ

不測の事態を想定して、定期的に避難訓練を実施し
ています。当園の広域避難場所となっている小学校
と連携し、避難場所まで行く訓練を行っています。
訓練時には、子ども達にも訓練の大切さを伝え、そ
の様子を写真にして園内に掲示し、保護者へ情報発
信しています。また、保護者には災害時に備えて、
一斉メール配信や災害伝言ダイヤルの練習の実施に
も理解と協力を得ています。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ⅲ－２－（１）－①　提供する福祉サービスについ
て標準的な実施方法が文書化され福祉サービスが提
供されている。

ａ

公立保育園共通の保育園マニュアルがあり、保育職
員の心得・保育業務に関するマニュアル・保健衛生
マニュアル・食物アレルギー対策マニュアル等の
様々な項目について文書化しています。職員は、入
職時にはマニュアルに沿って教育・説明を受け、園
内では必要に応じて確認できるように事務所や保育
室に保管しています。また、園独自で早番・遅番の
仕事内容や手順をリスト化し、業務の平準化に取り
組んでいます。

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見
直しをする仕組みが確立している。

ａ

公立保育園共通の保育園マニュアルは、戸田市役所
保育幼稚園課と7つある公立保育園の園長で実施す
る保育園運営検討会で見直しを検討しています。ま
た、保健マニュアルについては、看護師連絡会にお
いて見直しを検討しています。園で作成している全
体的な計画や各指導計画、避難訓練等については、
年度末に評価・反省を踏まえて次年度の計画につな
げています。

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別
的な福祉サービス実施計画（個別支援計画）を適切
に策定している。

ａ

入園時に保護者に提出いただいた「家庭の状況届出
書」や個人面談の内容を職員会議で情報共有してい
ます。「家庭の状況届出書」には、健康状態・生育
歴・医療歴等が記載され、職員は子どもの発達状況
を把握し、一人ひとりを大切に受け止められるよう
保育計画を作成しています。乳児クラスについて
は、個別指導計画を作成し、園長・主任保育士が乳
幼児会議に参加をして意見交換をしています。入園
後の各園児の心身の発達の推移は、日々の保育など
から各担任が確認し、月・年齢ごとの標準的な発達
の指標に沿って、「成長の記録（児童票）」へ記入
し、成長発達の課題・見通しの観点での所見の記入
をしています。入園から退園までの個人記録は「成
長の記録（児童票）」として保管しています。

Ⅲ－２－（２）－②　定期的に福祉サービス実施計
画（個別支援計画）の評価・見直しを行っている。

ａ

年間指導計画に基づいて、月間指導計画・個別指導
計画・週案を作成しています。年間指導計画につい
ては年度末に職員会議で、月間指導計画と個別指導
計画については月末に、週案については週末まで
に、それぞれ評価・見直しを行っています。すべて
の計画は評価結果を活かして、次の計画を作成して
います。園長や主任保育士は指導計画を確認し、安
全な保育・サービスの質の向上に繋がるように指導
しています。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス
実施状況（個別支援計画）の記録が適切に行われ、
職員間で共有化されている。

ａ

日々の保育については、保育日誌に個別の対応、職
員の気付き、活動の内容や子どもの様子等を記録し
ています。子どもについては、「成長の記録（児童
票）」を作成し、発育・発達の経過を卒園まで記録
しています。「成長の記録（児童票）」は進級で担
任が変更になっても引き継がれ、職員間で共有化し
ています。子どもの情報は、乳児会議・幼児会議・
職員会議で担任から報告し、配慮を要する子どもの
対応について意見交換や情報共有しています。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体
制が確立している。

ａ

「成長の記録（児童票）」や「家庭の状況届出
書」、保護者の就労状況等子どもや保護者に関して
記載している個人情報は「個人情報保護マニュア
ル」に基づいて、事務所内にて施錠して適切に管理
しています。また、全保護者より「保育園の写真の
取り扱いに関する誓約書」を提出いただいていま
す。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保
Ⅲ－２－（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の理念、保育の方針や
目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域
の実態に応じて全体的な計画を作成している。

ａ

戸田市の子ども・子育て支援事業計画を基本にし、
保育理念、基本方針、保育目標に基づいた計画で
す。保育園では在園する子どもや保護者の家庭状況
を把握、確認しながら各年齢における計画を作成し
ています。これらの保育理念、保育目標は玄関前、
各クラスの壁面に掲示してあり、保護者にも確認で
きるようにしています。

Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、
子どもが心地良く過ごすことのできる環境を整備し
ている。

ａ

保育室や遊具類などは毎日点検と消毒をしていま
す。特に、保育室内外の安全に関しては「安全管理
チェック表」の項目を基に確認しています。清掃に
関しても、チェックに漏れがないように確認をして
います。保育環境の不備や故障が発見された場合に
は、速やかに園長に報告し、修繕と修理可能なもの
は行っています。遊具類も同様に一つひとつの確認
と点検をして、子どもが安全に遊べるようにしてい
ます。また、室内の換気も温度と同様に確認しなが
ら対応しています。エアコンは順次、新しい物に取
り換えています。保護者から電気の明るさに関する
要望などもあり、順次LED蛍光灯などに変えていく
予定です。保護者の意見も参考にしながら、少しで
も心地よさを生み出せるようにしています。

Ａ－１－（２）－②　一人一人の子どもを受容し、
子どもの状態に応じた保育を行っている。

ａ

3歳児未満では、基本的な生活リズムを獲得するで
きるよう、子どもの仕草や発する声を受け止めなが
ら援助をしています。言葉を発するようになる時期
では、訴えが明確にできる子どもと十分に伝えきれ
ない子どもの違いにも配慮しながら、保育士は「～
でいいのかな」などと具体的な表現で伝えながら、
子どもの気持ちを受け止めています。自我が目覚め
る時期の子どもには、訴えを受け止めつつ、食べ
る、眠る、遊ぶなどが分かるように周りの子どもの
様子を伝えています。3歳以上児では、保育士は子
どもの興味関心を受け止めつつ、自ら行動すること
を見守るようにしています。子どもの年齢によって
意思も育ってくる時期ですので、子どもの持ってい
る力を発揮できるように環境を整えています。

Ａ－１－（２）－③　子どもが基本的な生活習慣を
身に付けることができる環境の整備、援助を行って
いる。

ａ

子どもの持っている力を発揮できるように環境を整
えて援助をしています。例えば、排泄では、0歳児
の時より排尿感覚を体験するように声をかけなが
ら、身体機能の成長に合わせてトイレを促していま
す。おむつからパンツへの移行時期には、家庭での
状況に合わせてトイレへの興味関心を持つように援
助します。同時に、衣服の着脱もしようとする時期
になりますので、保育士は一緒に脱ぎ着を手助けし
ながら、自分でできる感覚を身につけていきます。
3歳以上児は、保育士の声かけで自らできることも
多くなっていきます。トイレも一人で行けるように
なり、後始末を援助しています。また、食事では乳
児期の手づかみから道具を使う時期になり、箸を使
用して食べるようになりますので、子どもの手肢の
動きに合わせて導入しています。

Ａ　個別評価基準
Ａ－１保育内容

Ａ－１－（１）全体的な計画の作成

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に活動できる
環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保
育を展開している。

ａ

子どもが主体的に遊ぶために、子どもの年齢に応じ
た環境を用意しています。3歳未満児では色合いを
やさしい色にし、手作りのおもちゃ類を用意してい
ます。遊具の好みが出る時期に合わせて、目に入り
やすいイラストや写真で表示し、自ら動いて手にで
きるように用意をします。3歳以上児ではおもちゃ
の種類と好みがマッチングするように身近な所に配
置しています。子どもの遊びの動線を把握して、園
庭の遊具の置き方を変更し、遊びが充実するように
しています。倉庫にある遊具も出しやすいように表
示をしてあり、小さい子どものいる場合といない場
合とで、危険の無いように選択ができるようにして
います。また、室内での工作など危険が伴う道具類
は使用するときに保育士がついています。

Ａ－１－（２）－⑤　乳児保育（０歳児）におい
て、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環
境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

子どもの生活内容と健康状態などを細やかに保護者
と保育士で情報交換しています。主に、連絡帳を通
して、家庭と保育園での様子が分かるようにやりと
りをしています。個人差を考慮しながら、集団生活
と家庭での習慣をバランスよくとって睡眠、食べ
る、遊びを十分にできるようにしています。極力特
定の保育士が担当し、子どもに声をかけながら次の
動作を行います。昼寝、給食、トイレ、遊びなどの
基本的な動作を身につけ、体得するようにしていま
す。午睡時間は、体動チェックセンサーを設置し
て、目視と合わせて子どもの午睡時間のうつぶせ寝
の有無を確認をしています。遊びでは、保育士の関
わりを通して言葉を習得するため、歌や絵本、遊具
での遊び方も、心地よい言葉を使うようにしていま
す。月齢差も配慮しながら、保育士との安心した関
係と他の子どもとの関わりも生まれてくる環境を整
えています。

Ａ－１－（２）－⑥　３歳未満児（１・２歳児）の
保育において、養護と教育が一体的に展開されるよ
う適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し
ている。

ａ

3歳未満児は新たに入園する子どもも大勢おり、子
どもの集団規模を考慮して保育をしています。例え
ば、1歳児は一つ大きいクラスになると同時に、進
級した子どもに動揺が無いよう継続した援助をし、
新入園児の対応は慣らし保育から進め、気持ちの安
定に合わせて一緒に遊べる環境の設定と対応をして
います。保育士は、ひとり一人の気持ちを受け止め
ながら、徐々に集団規模に慣れさせ、成長発達が保
障できるような保育内容を継続しています。2歳児
では、前半を1歳児対応の継続をしながら年齢相応
の保育内容を提供し、徐々に幼児クラスへの興味関
心が高まるような援助をしています。具体的には、
体を動かし、自ら行動をしようとする姿に合わせて
個別を重視した生活習慣と活動を保障しています。
歩行や走ろうとする姿は大きな運動面の成長を見
せ、四肢の動きも上手になっていくよう援助してい
ます。身近に遊具の設定をし、自分で探して出せる
ようにイラストや写真で遊具の表示をし、手に取っ
て遊べる環境にしています。子どもの遊びや生活習
慣への意識づけと行動ができるように保育士は言葉
かけをして、生活への認識を深めています。絵本も
見やすいように机に並べて選択しやすいように設定
をしています。

Ａ－１－（２）－⑦　３歳以上児の保育において、
養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を
整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

3歳以上児は運動面も活発になってきますので、活
動をしやすい環境を用意して、ひとり遊びと集団遊
びができるようにしています。ひとり遊びではブ
ロックなどの手先の器用さを要する遊具と制作活動
などを用意しています。友達と一緒に遊べる、競い
合える姿も見せてきますので、遊具類と教材に興味
が出てきたころを見据えて環境を整備しています。
園庭は、フープの輪で片足飛びをする、三輪車やス
クーターを出して乗っています。固定遊具での鉄棒
やジャングルジムも利用し、多く体を動かしていま
す。保育士は子どもが安全、危険な動きをしないよ
うに遊び方を伝え、ルールを学べるようにしていま
す。
さらに年齢の小さいころからリズム遊びで全身を使
います。ホールを使用して全身をピアノのリズムに
合わせて表現しています。

10 ページ



評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ａ－１－（２）－⑧　障害のある子どもが安心して
生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

ａ

配慮を要する子どもは、事前の保護者の了解のもと
に、「特別支援保育巡回相談」を行っています。巡
回相談は年2回、心理などの専門職が保健師同伴で
巡回し、事前の子どもの状態などを確認し保育園所
の具体的な指導を6人の子どもの担任が受けていま
す。気になる子どもへの配慮もあすなろ学園の職員
が訪問して具体的な援助方法の指導と相談にのって
います。「巡回相談後の記録」には、保育士がどの
ような援助をするのかを具体的に記載し、職員が共
通理解をするように話し合いもしています。

Ａ－１－（２）－⑨　それぞれの子どもの在園時間
を考慮した環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

ａ

子どもの生活リズムに合わせた保育を行っておりま
すが、保護者の就労状況に合わせて保育時間が長時
間になる子どももいます。子どもたちが安心して保
護者の迎えを待てるように静かな遊びを展開してい
ます。具体的には塗り絵、折り紙、お絵かきなど自
由に取り組めるように用意しています。年長児は年
明けから午睡を短縮し、その後なくしていきますの
で日中の活動とバランスを取りながら夕方の保育を
行っています。子どもの体力も個人差がありますの
で必要な子どもには体を休めるように声をかけて休
めるようにしています。

Ａ－１－（２）－⑩　小学校との連携、就学を見通
した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との
関わりに配慮している。

ａ

子どもたちは就学に向けて、近隣の保育園の年長児
との「交流会」に参加し、学校見学はオンラインで
出会いをする予定です。子どもの意識の中でも交流
会などの体験を通して徐々に小学校への期待も膨ら
んでいます。保護者には「子育ての目安3つのめば
え」を4月に配布し、この内容を念頭に就学に向け
ての取り組みを伝えています。担任は「幼保小連絡
会」にて、学校と連携を図り、「5歳児きりん組会
議」に参加し、他の年長児の姿を情報交換し、保育
の内容に活かしています。また、教育センターの職
員が巡回し、訪問を受けています。個別相談も設け
られていますので紹介しています。

Ａ－１－（３）－①　子どもの健康管理を適切に
行っている。

ａ

入園時面接に健康状態と既往歴を確認し、体質や予
防接種状況も含めて子どもの健康状態を確認してい
ます。コロナ禍では、保護者に「検温表休日お休み
カード」を毎日記録してもらい、子どもの体調を確
認しています。保育士は子どもの登園時に保護者か
ら前日の様子を確認し、視診を丁寧にしています。
日中活動では体を動かす遊びを取り入れ、散歩など
がコロナ禍で中止になることも多々ありますので運
動遊びを多くし、食欲や運動機能を増すようにして
います。

Ａ－１－（３）－②　健康診断・歯科健診の結果を
保育に反映している。

ａ

健康診断については、乳児クラスは毎月健診があ
り、幼児は年に2回行っています。歯科健診につい
ては全園児年に一度健診を行い、受診後の結果を保
護者に「歯科検診結果通知書」で伝えています。コ
ロナの感染状況や感染症発症時は各クラスに掲示し
感染予防に配慮しています。「健康集会」ではうが
い、手洗いなどの仕方を丁寧に伝え、各クラスの保
育士は子どもの年齢に合わせた対応をして徹底して
います。

Ａ－１－（３）　健康管理
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ａ－１－（３）－③　アレルギー疾患、慢性疾患等
のある子どもについて、医師からの指示を受け適切
な対応を行っている。

ａ

アレルギーと慢性疾患の対応を希望している保護者
から申請を受けて対応しています。子どものアレル
ギーと慢性疾患の症状と対応に必要な手順があり、
医師の診断書や保護者からの申請書など確認内容を
明確にし、対応をしています。特にアレルギー食へ
の対応には「保育所におけるアレルギー疾患生活管
理指導表」に記載し、詳細にわたって確認をしてい
ます。子どもの疾患に変化がない場合は１年ごと保
護者から継続申請を受けています。保育所では、毎
月の献立内容を事前に確認し、保護者ともに園長、
担任、調理員は、月末に献立チェックをし、献立表
に基づいた確認を行っています。基本は、アレル
ギー除去食を行うようにしております。

Ａ－１－（４）－①　食事を楽しむことができるよ
う工夫をしている。

ａ

子どもが食事を楽しめるように、に園内に設置した
「食育検討委員会」が中心になって、子どもが楽し
め、食に関心を深めるようにクッキング保育、バイ
キング、リクエスト献立などを行っています。クッ
キング保育では、野菜の皮をむく、こんにゃくをち
ぎるなどの体験をしています。家庭での食卓や料理
への関心も出て、親子での会話も膨らむよう取り組
んでいます。バイキングではコロナ禍ですので、職
員は子どものリクエストを聞いて取るなど、感染対
策をしながら行いました。また、コロナ禍での黙食
対応については、年長児が「もぐもぐ放送」をし
て、食事中のひと時を献立のメニュー発表と好きな
音楽を流して、自然に黙食になるように進めていま
す。

Ａ－１－（４）－②　子どもがおいしく安心して食
べることのできる食事を提供している。

ａ

給食の提供には、献立が揃うと子どもが食べるまえ
に園長もしくは主任が検食を行います。アレルギー
食は無論の事、乳児の離乳食から幼児食まで確認を
しています。食材の形状、味付け、盛り付けなども
点検します。特にアレルギー食は毎朝のミーティン
グで確認をし、検食時、提供時に確認を調理員と
し、書式に記入した後保育士が受け取りの点検をし
ます。子どもに提供するときは、トレイに載せて配
膳、提供をしています。子どもの食事の喫食状況を
確認して次回の調理方法と味付けに工夫できるよう
にしています。毎月の給食会議を行い、各クラスの
保育士と調理師との話し合いで子どもが楽しく安全
に食べられるように努めています。

第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子どもの生活を充実させるた
めに、家庭との連携を行っている。

ａ

家庭との連携を図るために、連絡ノートには子ども
の保育園での様子を伝え、送迎時の挨拶時にも子ど
もの家庭での様子をやりとりして、情報共有をして
います。保護者との関係は日常的なやり取りのほか
に、個人面談や保育参観も行っています。コロナ禍
で再開することが難しかった保育参観は、テラス側
から部屋の様子を見るという方法で進めました。人
数が分散するように1週間の期間を設けました。保
育参観により、子どもの姿や保育士の対応を見せる
ことにより、保護者の保育内容への理解を図りまし
た。他には保育ボード、おたより、動画配信、クラ
ス日報で子どもの様子を伝えています。保育内容の
理解から、家庭と保育園の連携が図られています。

Ａ－２　子育て支援

Ａ－１－（４）　食事

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携
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評価結果詳細（戸田市上戸田南保育園）

Ａ－２－（２）－①　保護者が安心して子育てがで
きるよう支援を行っている。

ａ

担任以外の保育士も保護者との送迎時の会話を大切
にしています。担任以外の職員からも声をかけられ
ることより、保護者は「保育園の職員が見守ってい
る」と安心をしている様子が、今回調査時の保護者
アンケートから確認されます。個人面談では、一人
ひとりの子どもの様子を共有し、子育て全般の相談
についても話し合っています。なお、相談は個別面
談時だけではなく、保護者の希望があれば随時受け
入れ、保護者が話しやすいように環境も整えていま
す。

Ａ－２－（２）－②　家庭での虐待等権利侵害の疑
いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予
防に努めている。

ａ

「虐待を疑った場合の初期対応」などの基本的な理
解と対応を周知しています。各職員は外部研修と内
部研修で子どもへの適切な対応を学び理解を深めて
います。子どもたちの姿も通常の様子と年齢に見
合った様相を見せているのかなどを確認していま
す。着替え時には身体の部位の確認をし、子どもの
心身の健康状態が把握できるようにしています。何
か気付いた折には速やかに園長などと相談、情報を
関係機関に伝えて対応をするように連携もできてい
ます。

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　保育士等が主体的に保育実践
の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や
専門性の向上に努めている。

ａ

全職員は、年に一回自己評価チェックを行います。
職員会議などで改善点の話し合いも行い、職員の自
己評価の集計結果は保護者にも開示され、次年度に
活かしています。また、非常勤職員とも課題を共有
し、個人の成長や保育サービスの質の向上に向けて
面談等を行っています。

Ａ－２－（２）　保護者等の支援

Ａ－３　保育の質の向上

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）
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